
　

児童生徒理解

・児童生徒理解の意義や
重要性を理解し、一人ひ
とりに積極的に向き合お
うとしている。

児童生徒指導
・個や集団を指導するた
めの手立てを理解し、実
践しようとしている。

実態把握と
目標の明確化
（ＰＬＡＮ）

・学習指導要領を理解
し、児童生徒の実態把握
の必要性を認識し、目標
を明確にして立案しよう
としている。

指導と評価の
計画立案
（ＰＬＡＮ）

・評価全般の意義及び、
評価規準、指導・評価計
画の意味を理解し、立案
しようとしている。

指導技術、
指導形態の工夫
（ＰＬＡＮ）

・板書や発問等の基本的
な指導技術を身に付け、
実践しようとしている。

授業中の指導と評価
（ＤＯ）

・「指導と評価の一体
化」の意味を理解し、児
童生徒の様子を把握しな
がら授業を実践しようと
している。

省察及び改善
（ＣＨＥＣＫ，
ＡＣＴＩＯＮ）

・授業改善の意義や授業
を分析し改善する手立て
を理解し、実践しようと
している。

研究の推進と
研究体制構築

・研究会や研修会に積極
的に参加する意義を理解
し、実践しようとしてい
る。

学級経営・学校経営
ビジョンの構築

・学級担任の役割と職務
内容及び、学校組織・運
営や校務分掌を理解し、
自分にできることを実践
しようとしている。

人材育成（メンター
チーム等の活動）

・学び続けることの意義
を理解し、アドバイスに
耳を傾け、自らを改善し
ようとしている。

資源（人・もの・情
報・時間・資金等）
の活用

・学校内外の資源の種類
やその活用の目的・意義
を理解し、実践しようと
している。

危機管理

・危機管理の重要性を理
解し、危機を察知した場
合に、素早い行動をとろ
うとしている。

同僚と
チームでの対応

・組織の一員としての自
分の役割を理解し、同僚
と協力して対応しようと
している。

保護者や他の組織等
との連携・協働

・保護者連携の重要性を
理解し、保護者や地域と
積極的に関わろうとして
いる。

 専門性を高め
  グループのリーダーと
   して推進力を発揮する
    〈学年・分掌等〉

 豊富な経験を生かし
   広い視野で組織的な
             運営を行う
      〈学校全体〉

教
職
の
素
養

自己研鑽・探究力

情熱・教育的愛情

使命感・責任感

人間性・社会性

コミュニケーション

連
携
・
協
働
力

・組織の一員として教職員と
積極的に関わり、求められて
いる役割を理解して対応す
る。

・互いの良さを認め合い、そ
れぞれの力を生かして対応す
る。

・組織の特性をふまえ、広い
視野をもって対応力を高め
る。

・保護者、地域と積極的に関
わり、連携・協働して対応す
る。

・保護者、地域、関係機関と
の関わりを深め、連携・協働
して対応する。

・保護者、地域、関係機関と
の連携・協働のネットワーク
を形成する。

・身の回りの資源を積極的に
教育活動に生かす。

・教育活動に効果的な資源を
見極めて活用する。

・状況や課題にふさわしい活
用方法を考え、教育活動全体
の充実を図る。

・安全や教育効果に配慮した
環境を整備し、課題について
「報告・連絡・相談」を確実
に行う。

・危機を予測し連携して未然
防止を図るとともに、早期発
見、早期対応に努める。

・平常時の未然防止、抜本的
改善、再発防止を組織的に推
進する。

・校内研究会や他校の授業研
究会に積極的に参加し、授業
に生かす。

・校内研究会・校外研修会の
企画・運営に携わり、授業力
やマネジメント力の向上を図
る。

・研修会で得た情報や自らの
実践を広く情報発信して、自
校の教育活動に生かす。

マ
　
ネ
　
ジ
　
メ
　
ン
　
ト
　
力

・学校教育目標を理解し、学
級経営や教科経営の方針を立
て、一貫性のある指導を行
う。

・組織運営や教科経営に積極
的に関わり、学校教育目標の
実現に向けて工夫改善を行
う。

・学校運営について創造的な
ビジョンの構想やプランの構
築に参画し、教育活動を活性
化させる。

・疑問点や悩みを相談した
り、共有し合ったりしなが
ら、自らの実践力を磨く。

・互いの課題や悩みに気付
き、支え合える環境をつくる
とともに、経験の浅い教職員
を積極的に支援する。

・人材育成の重要性をふま
え、教職員の経験に応じた効
果的な人材育成の環境をつく
る。

・集団の中の一人ひとりの学
習状況を把握し、適切に指
導・助言を行う。

・学習状況に応じて、適切に
補充的・発展的な指導・助言
を行う。

・学習状況を適切に評価し、
状況に応じた効果的な指導方
法で実践するとともに発信を
行う。

・一人ひとりの学習状況を把
握し、次時や次単元の指導に
生かす。

・適切な授業評価を行い、継
続的な授業改善に取り組むと
ともに自己の専門性向上に努
める。

・自校の授業力向上に向けた
取組の課題を明らかにし、年
間指導計画等の改善を行う。

・評価の目的を理解し、指導
と評価の計画を立てる。

・目標を実現するために、効
果的な評価の機会を設定し、
指導と評価の計画を立てる。

・校内の指導と評価の計画を
把握し、的確な支援を行う。

・「習得・活用・探究」の学
習を重視し、学び合い等の場
面を取り入れた授業の展開を
計画する。

・身に付けた技術を生かし、
思考力・判断力・表現力や意
欲をさらに高める工夫をす
る。

・個や集団に応じた効果的な
指導方法を工夫・選択し、発
信を行う。

・児童生徒を取り巻く環境を
的確に捉え、一人ひとりの理
解を図る。

・教職員相互で共通理解を図
ることができるように、組織
の環境を整える。

・保護者等の関係者や校内組
織と連携しながら、個や場面
に応じた指導を行う。

・関係機関等と連携して、学
年全体の児童生徒指導を行
う。

・様々な関係機関等と連携し
て環境を整え、適切な指導を
推進する。

授
　
　
業
　
　
力

・学習指導要領等を理解し、
児童生徒の実態を把握したう
えで目標を明確にする。

・学校の特色を考慮し、実現
した姿を想定して目標を明確
にする。

・地域の特色も考慮した実態
把握を行い、各教科の目標設
定に生かすための発信を行
う。

学
　
　
　
び
　
　
　
続
　
　
　
け
　
　
　
る
　
　
　
教
　
　
　
員

・常に自己研鑽に努め、探究心をもって自主的に学び続ける。

・横浜を愛し、教職への誇りと強い情熱、児童生徒への愛情をもつ。

・教育公務員として、自己の崇高な使命を深く自覚し、法令及び「横浜市公立学校教職員行動基準」を遵守する。

・豊かな人間性や広い視野・高い人権感覚をもち、児童生徒や教職員・保護者・地域等との信頼関係を構築する。

・周囲の状況や相手の思いや考えを汲み取るとともに、自分の考えを適切に伝え、積極的に助け合い支え合う。

教
　
　
職
　
　
専
　
　
門
　
　
性

児
童
生
徒
指
導

・一人ひとりの背景を意識し
て、児童生徒に向き合う。
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 横浜市が求める
      着任時の姿
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き資質・能力

 実践力を磨き
     教職の基盤を固める
   〈学級・担当教科等〉
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